














エネルギー分野  ‥‥‥‥‥  原子力基盤技術、省エネルギー技術、新エネルギー技術 
環境分野  ‥‥‥‥‥‥‥‥  低環境負荷技術、水資源技術、食品技術 
システム技術分野  ‥‥‥‥  低炭素システム技術、ユビキタスシステム技術、融合技術 
工学と社会科学との連携  ‥  社会課題の調査、地域活性化対策など 
 
○ 組織               連絡先： kenkyu@hi-tech.ac.jp 






所  長  
教  授  阿部 勝憲 M 原子力材料、核融合炉材料、耐熱構造材料、原子力人材 ○ ○
教  授  青木 秀敏 R 太陽紫外線、UV-A 照射乾燥、太陽集熱器、植物工場 ○ ○
教  授  村中 健 B 環境放射能、微量元素分析、環境計量士（濃度関係） ○ ○
教  授  根城 安伯 E プラズマ、宇宙機エンジン、核融合装置、地球環境、シミュレーション ○
教  授  大津 正道 K くらし環境、企業進出、海外投資、資源循環型社会、ビジネスモデル、商品開発 ○
教  授  野田 英彦 M 省エネルギー、新エネルギー、環境、伝熱、断熱、吸収冷凍機、ヒートパイプ ○ ○
准教授  岩村 満  B リスク管理、産廃不法投棄、八戸地域経済 ○
准教授  小比類巻孝幸 G バイオセラミックス結晶、ホタテ貝殻の環境浄化利用 ○
准教授  佐藤 学 M 原子力、レーザー、付着力、放射線利用 ○ ○
准教授  川本 清 G 表面、界面、薄膜、真空、理科教育 ○ ○
准教授  山口 広行 I ソフトウェア、計算機システム・ネットワーク、工学教育 ○
准教授  阿波 稔 D 
コンクリート材料の高耐久化、構造物の維持管理、廃棄物のコンクリート材料
への利用 ○
准教授  金子 賢治 D 
ミクロ－マクロ力学、地盤環境、地盤防災、マイクロメカニックス、ジオシンセテ
ィックス材料 ○
准教授  髙橋 晋 B 水、水溶液、環境、エネルギー、廃棄物 ○
准教授  信山 克義 E バイオプラスチック、生分解性プラスチック、植物由来、電気絶縁材料 ○
講  師  太田 勝 M 磁気デバイス、自走ロボット、システム化 ○
講  師  鮎川 恵理 B 生態・環境、植物、コケ植物（蘚苔類）、繁殖、散布 ○
講  師  小玉 成人 I 風力発電、風況解析、ネットワーク、モデリング、シミュレーション ○ ○
講  師  鈴木 拓也 D 水環境、水処理、膜分離、河川水、地下水、水質、不法投棄、環境再生 ○
講  師  花田 一磨 E 電力使用実態モニタリング、太陽光発電、風力発電、ニューラルネットワーク ○ ○
講  師  迫井 裕樹 D コンクリート、高性能、高耐久性、維持管理、再生骨材、副産物のリサイクル ○
    [ 所 属 略 号 ] 
R：エネルギー環境システム研究所 M：工学部機械情報技術学科 E：工学部電気電子システム学科  

















































































































































































































































































































































































































ます。ひ素に関する環境基準値は 10㎍ /L で
すが、水処理施設から放出される処理水中のヒ





























































































































































































































　MB は、φ 50 μ m 以上の通常気泡に比べ
て、単位ガス体積あたりの表面積が大きく、φ







水中での浮上速度は、φ 10 μ m のバルブは




































































PLA に 1wt% 添加することにしました。さ
らに結晶化速度を向上させるために、PLA に
Chitin を添加した後 100℃で 1 分の熱処理を
施し、熱分析と絶縁破壊特性を調べました。
　始めに、示差走査熱量測定 (DSC) 曲線より
結晶化度 (xc) を求めた結果、1 分間の熱処理
で xc が 40% 以上になり、Chitin を添加した
後に熱処理を施すことで結晶化速度が大幅に向
上することを明らかにしました。次に、Chitin
を添加した PLA の絶縁破壊強度 (EB) の温度

































可能な地域とした。津波前である 2010 年 6





























概要　2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震にともなう大津波は、青森県八戸市から
岩手県久慈市沿岸の地域にも到達し、海岸には大量の海水が流入した。この三陸海岸最北部
































































































































































































































































































































り、その水揚げは 2011 年度、数量で 11 万 9
千トン、金額で 234 億円をこえる規模である。








船の被害は全体で 243 隻、額として 116 億
3700 万円ほどに達した。被災した船舶は全体
の 51％になる。小型漁船に類別される 20 ト
ン未満の被害隻数は 216 隻、中型船にはいる




績数は 38 隻であり、そのうちの 12 隻、3 割
に相当する船舶が被災した。
　これに対して、2011 年 8 月時点で代船を希
望するのは八戸市で 155 隻にとどまった。内
訳は 5 トン未満が 132 隻、5 トン～ 20 トン
未満が 11 隻、100 トン以上が 12 隻である。
希望漁船が 155 隻という数字は、被災漁船













市川 24 23 0 23
八戸みなと 81 18 1 27
八戸鮫浦 112 55 0 55
八戸市南浜 185 125 0 125
青森県旋網 21 10 10 0
八戸機船 56 12 12 0
合計 479 243 23 230
概要　魚に代表される水産業は八戸の中核をなす産業であると同時に、今回の大震災におい
て甚大な被害を受けた産業であり、その復興は八戸地域の復旧にとどまらず、壊滅的打撃を
受けた三陸沿岸の漁業の再生への道しるべとなるものである。ここでは被災当初の被害の実
態を明らかにすると同時に、2012 年はじめの復興の状況について纏めてみる。復旧を妨げ
ている３つの要因については本文で触れる。
社会連携分野
八戸地域における水産業の復旧・復興
バイオ環境工学科　准教授　岩村　満
キーワード：被害の実態、復旧の度合、復旧の課題
表　東日本大震災による各漁協の被害状況
　　【漁船被害総額：11,637,430（千円）】
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